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9//13 役務実施内容一覧表 (6)

10//13 役務実施内容一覧表 (7)

11//13 役務実施内容一覧表 (8)

12///13 位置図・案内図.配置図

13//13 平面図



圭
日様仕

1 件名
エレベータ点検保守等役務

2 実施場所
千葉県本更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地内
760号 建物、 762号 建物

3 実施概要
(1)エ レベータの点検保守  : 5基  1年間保守点検
4 -般事項
(1)本仕様書及び図面等は、「エレベータ点検保守等役務」について必要な事項を規定する。

(2)本仕様書及び図面に記載のない事項については、建築保全業務共通仕様書「国土交通省営繕部監修 (令和
5年版)1に よる他、関係諸基準及び、関係法令並びに官側の指示による。

(3)本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、官側と協議すること。

(4)現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は官側と協議し、その指示により
実施する。ただし、原則として請負金額の増減、納期の延長はしないものとする。

(5)設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし実施に当たつて当然必要と思われる事項は、官側の指示
を受け請負業者の責任において実施すること。また、作業中在来部分等に損傷を与えた場合は、請負業者の
責任において復旧を実施するほか、それに伴う損害を補償しなければならない。

(6)本役務は「エネルギーの使用の合理化に関する法律 (昭和 54年法律第49号 )」 、「地球温暖化対策の
推進に関する法律 (平成 10年法律第 117号 )」 に基づき、効率的な省エネ施策及び温室効果ガス排出総
量の削減対策を立案し提示する。 (様式随意)を適用する。

(7)請負業者は現場代理人を指名し、関係諸法令に従い本役務の施工計画の作成、工程管理、品質管理及び作
業に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事
故防止に努めること。なお、災害等は請負業者が自らその責を負うこと。提出書類は全て官側が示す規格、
様式により作成し、契約後速やかに提出する。

(8)本役務において、請負業者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は、契約後速やかに施工体制台帳
を提示し、官側の確認を得ること。また、官側より是正を求められた場合は速やかに是正し、再提示するこ
と。なお、日本人就労者を基準とするが、外国人就労者を作業に従事させる場合は官側より指示された書類
を提出の上、官側からの許可を得た後作業に従事させること。

(9)本件の納期は、土曜日、日曜日、及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。また、開庁日
の作業時間は原則として0815か ら1700ま でとする。

(10)許可を受けていない場所への立ち入りは、厳禁とする。立ち入りの際に事前に許可が必要な場所に立ち入
る際は官側の指示に従う。また、カメラ以外の可搬記憶媒体について、持ち込む場合は事前に官側の許可を
得ること。

(11)作業写真は着手前、完了後、隠ぺいとなる箇所、材料検査、主要な役務段階の実施状況、その他官側の指
示により計測等を実施した箇所を撮影すること。また、完了検査前に速やかに原版と共に整理し提出するこ
と。

(12)作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タンク等を設置する。やむ
を得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、請負業者の負担によリメータこを設置する。その場合の支
払い方法は別に示す。

(13)使用材料は、仮設材料を除きすべて新品とし、JIS並びに各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合し
たもの及び「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)を標準とし、現場に搬
入後、官側の検査を受け合格したものを使用すること。適用品以外の物を使用する場合は事前に官側と協議
を行う。また、図面や承認が必要なものや支給品は特記で示す。色の選定は官側の指示による。

(14)本役務により発生した発生材のうち、金属類等有価物については、指示された場所に搬入 。集積し、調書
と共に官側へ引き継ぐものとする。その他発生した産業廃棄物等は、請負業者の責任において合規適正に処
理する。なお、産業廃棄物に関しては、マニフェスト (A票、E票)の写し、一般廃棄物については処分状
況がわかるものの写し(計量表など)を納期内に提出する。



5 特記事項
(1)共通事項
ア 点検内容及び周期は表 1、 表 2に基づき実施し、報告書は点検実施日に簡易的な報告書を提
出し、点検実施日から一週間以内に点検項目を網羅した報告書を提出すること。

イ 点検は、原則として目視、触接又は軽打等により行うこと。
ウ 点検保守対象部分に、点検項目又は点検内容の対象となる部分がない場合には、当該点検項
目又は点検内容に係る点検を実施することを要さない。
工 実施する保守の範囲は、下記のとおり実施すること。                 |
。汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃
。取付不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整
。ボル ト、ねじ等で緩みがある場合の増締め
。消耗品部品 (潤滑油、グリス、充填油等、パッキン、ガスケット、Oリ ング類、精製水、官
給品支給によるランプ類・ ヒューズ類、)の交換又は補充
・接触部分、回転部分等への注油
。軽微な損傷がある部分の補修
。その他これらに類する軽微な作業
オ 異常を発見した場合には、同様な異常の発生が予想される箇所の点検を行い官側に報告し、
速やかにその修理に係る見積もりを作成し提出すること。

力 点検保守対象部分以外であつても、異常を発見した場合には、官側に報告すること。
キ 点検の結果、対象部分に脱落 、落下又は転倒の恐れがある場合、また、継続使用すること
により著しい損傷又は関連する部材 ,機器等に影響を及ぼすことが想定される場合は、簡易な
方法により応急措置を講じるとともに、速やかに官側に報告すること。

(2)故障時等の対応
24時間連絡 。出動態勢を整え、不時の故障や事故に対し、最善の手段で対処すること。

(3)点検時期・周期
ア 点検周期 lヶ 月

イ 点検周期 3ヶ 月

ウ 点検周期 6ヶ 月

工 点検周期 1年

4月・ 5月 ・ 6月 ・ 7月 。8月 。9月 。10月 。11月 ・ 12月 。1月 ・
2月 。3月

4月・ 7月・ 10月 。1月 (762号建物 (No.
5月・ 8月・ 11月 。2月 (762号建物 (No.

10No.2)
3・ No.4)

6月 。9月 ・ 12月・ 3月 (760号 建物 )
7月 。1月 (762号 建物 (No.1・ No.2)
8月 ・ 2月 (762号建物 (No.3。 No.4)
9月 。3月 760号 建物 )
1月 (762号 建物 (No.1・ No.2))
2月 (762号 建物 (No.3・ No.4))
3月 (760号建物)

オ 点検周期の変更等がある場合は、別途調整すること。
力 点検時期は毎月第 3木曜日を基準とし、変更がある場合は 2週間前までに官側へ連絡し、指
示に従うこと。



(表 1)
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カ  ゴ  すヽ 法 I W2200× D3000× H2500
ド ア 形 式 1 電動式 3枚戸片開き式

かごT型  24k カウンター 24k
1緩  衝  器 | ばね式
非  常  止 1 早ぎき式

1操 作 方 式 1 単式自動方式

乗 場  寸 法 I W1700× H2500
電   動 二相交流 200V 50Hz llkw

762号 建物

几 電冨 k7JAこ n■ 組 ノ  理 展 冨 副 運 幣 rヽ仮・ b数ノ
停電時自動着床装置 (バ ッテリー式)火災時管制運転
ピット冠水時管制運転  戸開走行保護装置 (認定番号ENplNtlN-0343)

3台 No:2～ 3 乗用
点検内容 表 2～表 5の とおり

EVホール

機械室あり
ム
ロ
No.4 非常用
点検内容 表 6～表 9の とおり

。ロープ式機械室なし (No.1～ No.3)
。ロープ式機械室あり (No.4)
No l SPll℃090(兼車椅子) No.2～ 3 SPll―C09 No 4 P(E)17C090

義孝隧鱚弊≧_______|
1信 号 装 置 1 同時通話式インターホン

操 作 方 式 1 群管理方式・専用運転付
1

寸 法1  裾器糞陽l器 Iれ |】::;｀
W1000× H2100× 1(No.4)



(5)機械室なしエレベータ点検実施内容一覧表
(表 1)

主開閉器・受電盤・

制御盤・起動盤・信
号盤

ヒューズエ レメン トの異常の

リント板汚れ及び冷却ファンの回

スイッチの作動の良否

電磁ブレーキ

レーキシュー、アーム及びブランジャ

ンジャーストロークを点検しその良否 (高

チェックし、その良否を確認 (

電動機スリップリング、コミュテータ、力‐ボ
ンプラシの荒損及び摩耗の有無 (高稼働の場合

スイジチ及びキャッ

速の良否並びに着床段差及

摩耗、さび及び腐食による劣化の有無

かごの戸及び敷居

ロープ、チェーンのテンショじ

エレベータ点検保守等役務

容一覧表 (1)

和 6年 3月 8日



業
所
作
箇 点検項目 点検の要点

点検間隔

備考目

視

確

認

増

締

調

整

ｌ

Ｙ

2 か ご

戸閉め安全装置
ヨの 反 Iの良否 ○

ケープルの の

かご操作盤
○ 取付状態の良否 ○

内位置表示灯 1 `′ ),

外部への連絡装置
の

の 異 常 の ○

照明
5つ きの

力 ′ 一`の の れ の

換気扇及びファン
○ 回転状

)V* / tの

止スイッチ むの良否

注意銘板の表示 ○
用 途 、横 載 菫 及 び 最 大 疋 員 の表 示 の適 合 (表示
が滴 用 で な い 場 合 の 交 棒 )

○

停電灯装置
の

○
基準照度を基準時間以上保持できる状態の
バッテリーであることを確認 ○

卜階強制停止装置 〇 の良否

かご床先と昇降路
壁の水平距離

○ ○

出入日の床先とかご床先との水平距離および
かご床先と昇降路壁(乗用又は寝台用のEVに 限
る)と の水平距離が規定値内にあることを確認

`里

営がある場合の結率調杏乃rヽ修理)

○

光電装置 の良否 ○

1出 口 ス ´ ッチの作動の

専用操作盤 (車いす
兼用の場合に限る)

○ 取付状態の良否 ○

○ 作動の良否 ○

鏡・手すり(車いす
拳 用 :こ限 ろ )

○ 取付状態の良否 (調整不能の場合の修理) ○

床合せ補正装置 ○ ○
着床面を基準として規定値内の位置において
補Tオム
「
ルができろ

「
ル ○

だ明略醜

かごの上部の外観 ○ 汚れの有無 ○

非常救出ロ
○ かご外部からの開閉の良否 〇

〇
救出ロスイッチを作動させた場合にEVが停止
すること

○

戸の開閉装置

ヨの の

の

○ の異 及び異常温度の

○
駆動チェーン・ベル トのテンシヨン及び伸びの
里 菅 の 右 墾

○

○
電動機コミュテータ、カーボンプラシの荒損及
バ 慶 雄 の 右 盤

○

ヤーオイル  グリースの漏れ及び省仙の
スイッチ接点の摩耗の

事の状 ○

かご上安全スイッ
チ及び運転装置

O 作動の良否 〇

かごつり車及びお
もりのつり車

の

○ ロープ溝の摩耗の有無 ○

の

|すべり軸受又は転がり軸受部への給油を実
ガイ ドシュー又は
ローラーガイ ド

○ 取付状態の良否及び摩耗の有無 ○

主索及び調速機
ロープ

0
破断、摩耗及び錆の有無を点検し、基準に適合
していること(屋外設置の場合はIMと する)

○

○
取付状態の良否並びにダブルナット及び割ピ
ンの劣化の有無 (屋外設置の場合は lMと する)

○

○ すべての幸素が ほぼ均筆な幅力である
「

○

の

刀 イ ドレー ノレ及 ひ

プラケット
の

び、変形及び摩耗の

はかり装置 ○ ○
作動した場合に警報を発し、かつ戸が閉まらな
いことをTLa ○

つ り合いおもり の

つ り合いおもりの

非常止め装置 非 い、異常のないこと ○

上部フアイナル リ

ミッ トスイ ッチ
の

の良否 ○

頂部安全距離確保
スイッチ

の

一〇
重

傷

作
確
させた場合に頂部安全距離が規定値以上
できること ○



回転時に軸受けの異常普及び異常振動の有無

取付状態の良否

ものの有無 (ある

地震その他の振動でかご及びロープが昇降路
内の壁、機器と接触しない措置が施されてい

乗場の戸及び敷居

ェーンのテンショじ

ヒ・ット

かご下網車

ガバナロープ用及
びその他の張り車

取付状態の良否及びさび、摩耗、劣化の有無

令和 6年 3月 8日



業
所
作
箇 点検項目

点検方法

点検の要点

点検間隔

備考目

視

確

認

増

締

調

整

ｌ

Ｙ

ヒ・ット

っり合い底部隙間 ○

かごが最上部に着床 している時のつり合いお
もりと緩衝器との距離及びかごが最下欧に着
床 している時のかごと緩衝器との距離が規定
値にあること

○

耐震対策 ○

地 震 そ の 他 の 振 動 で 、 か こ か ビ ッ ト肉 の 機 器

と接触しない措置が施されていること (ある
場 合 の 修 受 ヽ

○

加
置
付
装

中央監視盤

○ 表示灯の球切れの有無 ○

スイッチの作動の良否

○
連絡装置の呼出し及び通話機能に異常がない
こと

○

の

1時 管 制 揮 転 装 の

の良否
停電時自動着床装 の 良否

置 バッテリー液に不足がないこと ○

ピット冠水時管制
IE娠生 吾 ○ 作動の良否 ○

閉じ込め時リス
タート運転装置

○ 作動の良否 ○

長尺物振れ管制運
転装置

○ 作動の良否 ○

緊急地震速報連動
運転装置

○ 作動の良否 ○

自動診断仮復旧連
動運転装置

○ 作動の良否 ○

オートアナウンス
生 置

○ 作動の良否 ○

視装置 ○ の良否
超音波 ドアセーフ
テ ィ

C 作動の良否 ○

マルチビーム ドア
ヤーフテ′

○ 作動の良否 ○

ヨ遮煙構造 C 菫煙構造の機能を確

=開 走行保護装置の ○

7
蒲
襲
罐
置

運行状態 ○ 運行の異常の有無 ○

制御盤・信号盤

○ 作動の良否 ○

○
端子の緩み及びヒューズエ レメン トの異常の
右無 ○

○
制御回路、信号回路の絶縁抵抗測定し、その
自不

○

○ 電磁接触器の接点磨耗の有無 ○

○ 制御盤内の清掃 ○

○ 冷却ファンの回転の良否 ○

〇 管理時計の作動の良否 ○

エレベータ点検

6年 3月 8日

||



(6)ロ ープ式エレベータ点検実施内容一覧表

レベータに係る

主開閉器・受電盤・

制御盤・起動盤・信
号盤

ューズエレメン トの異常の

レーキシュ‐、アーム及びプランジャーの作

ンジャニストロークを点検しその良否 (

レーキライニン

エンコーダ、パイロットゼネレー

スイッチ及びキャッ

正しく機能していることを確認

6年 3月 8日



か ご

さび及び腐食による劣化の有無

かごの戸及び敷居

―プ、チェーンのテンション状態及び

換気扇及びファン

かご床先と昇降路
入日の床先とかご床先との水
かご床先と昇降路壁 (乗用又は寝台用のEVに 限
る)と の水平距離が規定値内にあることを確認

用操作盤 (車いす
兼用の場合に限る)

取付状態の良否 (調整不能の場合の修理)

を基準として規

だ
明
囲．昇醜

せた場合にEVが 停止

戸の開閉装置

ェーン・ベル トのテンション

取付状態及び作動の良否並びに磨耗の有無

かごつり車及びお
もりのつり車

取付状態の良否及び摩耗の有無
イ ドシュー又は

エレベータ点検

令禾口6年 3リロ 8 日



業
所
作
箇 点検項目

るな

点検の要点

1検間隔

備 考日

視

確

認

増

締

調

整

ｌ

Ｙ

4
だ
朔
囲．昇鶴

主索及び調速機
ロープ

0
破断、摩耗及び錆の有無を点検し、基準に適合
していること(屋外設置の場合はIMと する)

○

○
更付状態の良否並びにダブルナッ ト及び割 ピ
/の劣化の有無 (屋外設置の場合は lMと する) ○

う |■ べ て の 十 壼 が ほ ぼ 伽 雲 か 張 力 で あ ろ
「
シ

ガイ ドレール及び
プラケット

:`4)

○ び、変形及び摩耗の有無

はか り装置 ○ ○
F動 した場合に警報を発 し、かつ戸が閉まらな
こヽとを確認

○

つ り合 い お 1、 り 付 状 熊 の 良否

つ り合いおもりの
非常 I卜 め奏詈

○ 付状態の良否
)の試 験 を行 い 、異 常 の な い こ と

上部ファイナル リ
ミットスイッチ

の 良否

の良否

誘導板及びリミッ
トスイッチ

○ 付状態の良否 ○

甲 間 つ な さ 稲 及 ひ

酉己律事
ブル の 取不状 態 の 良否

:― 重 艶 亜 墜 型 二 生
|の良否

給油器
○ ,の状態 〇

一〇の滴否

終端階強制減速装
置

○ F動の良否 ○

昇降路

卜出入口敷居下部の保護板の取付状態の良否

○
Vに仮る設備以外のものの有無 (ある場合は撤

=〕

○

O
卜降路のき裂、損傷及び汚れの有無 (ある場
卜の精密調査)

○

○

L震その他の振動でかご及びロープが昇降路
可の壁、機器と接触しない措置が施されてい
,(ある場合の修理)

○

5 乗場

乗場ボタン
び の 作 動 の 良否

状態の
ン置表示灯 灯 の 球

常 解 綻 装 置 :に支障がないこと

乗場の戸及び敷居
'ア
ー び 雪溝の摩耗の有無_____

ヨの隙間の適否の 良 び

ションガラスの汚れの

ドアインターロッ
クスイッチ

○ の良否
熊 の 良否

ドアクローザ ○
ア閉端で自動的に閉 じる機能に異常がなし O

乗場の戸ハン
ロ~フ ~

ガ ー 熊 及 び 作 動 の 良 否

○ 〇
一
ンガーのおどり止めの状態が適切である

乗場の戸運動ロー

プ及びチェーン
O

動 ロープ、チェーンのテンション状態及び
断 慶揺予 rドに取付壮能の自否 ○

ドアレール
目の良否 ．〇

一〇びさびの有無

光電装置 の良否

6

環境状況
水 の 有 無 (あ る場 合 の 精 密 調 査 及 び 修 理 〉

○
5れ及びEVに係る設備以外のものの有無(ある
]合 の 漕 格 マ は 樹 姜 ヽ ○

用 停 止 ス イ ッ の ○

非常止め装置
状態の良否

tを行い、異常がないこと

非常止めロープ ○
び、捩戻 り、変形及び劣化の有無並びに巻
酌 りの 自不

○

緩衝器
状態の良否 〇

一〇プ リング又 l プランジャーのさびの有無
この 場 省 、作動油の油量の適否

ガバナロープ用及
びその他の張り車

に 、異 常 蟹の有無
プ溝の の有無
入式の場合 | ピット底面との隙間の適否
卜すべり軸受又は転がり軸受への給油

移動ケープル
○ の運行時に揺れ及び捩れに異常のないこ

支付 状 熊 の 良 バ l‐ 増 傷 乃 バ 省

下部フアイナル リ

ミッドスイ ッチ
状態の良否 一〇

一〇F動の良否

つり合いロープ及
び取付部

○ 取付状態の良否及びさび、摩耗、劣化の有無 ○

エレベータ点検保守等役

10 /13
6年 3月 8日
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表示灯の球切れの有無

バッテリー

マルチビーム ドア

制御盤 。信号盤

Y z*A-v ) y

冷却ファンの画転の良春

業
所
作
箇

1最 1肇 1幕 1彊
点検の要点

ll♀ |♀ |↓ 1騰

―
―
百
甘
―
偲

ｌ

ｏ

ｌ

樹

層

7lr')l

1中 央監視盤

| |〇 | | 1作動の良否

作動の良否

○| | 1作動の良否

作動の良否

1作動の良否

精
襲
犠
置

1運行の異常の有無
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762号建物 1階平面図 S=1/600



号

８

９

３

第

６

号

月華
年
様

成

仕

作

童
日

様

役務件名 空調機保守点検等役務

図 面 番 号 図 面 名 称

1～ 3/28 仕様書 (1)、 (2)、 (3)

4～ 14//28 別表第1～別表第9

15/28 位置図・案内図・配置図

16～ 28/28 空調機器配置図・機器一覧表 (1)～ (13)



童
日様仕

1 件名
空調機保守点検等役務

2 実施場所
千葉県木更津市吾妻地先 陸上自衛隊木更津駐屯地内
3 実施概要                      ・

#357、 #705、 #716、 #720、 #722、 #723、 #727、 #731、 #7
4、 #740、 #741、 #743、 #745#748、 #750、 #755、 #757、 #7
9、 #762、 #763、 #764の 建物に設置された空調機の保守点検を実施すること。

4 -般 事項
(1)本仕様書及び図面等は、「空調機保守点検等役務」について必要な事項を規定する。

(2)本役務は、本仕様書、図面、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修標準仕様書、建築保全セン
ター発行建築保全業務共通仕様書及び、関係法令、並びに官側の指示による。

(3)本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、監督官と協議する。

(4)現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は監督官と協議し、
その指示により実施する。ただし、原則として請負金額の増減、納期の延長はしないものする。

(5)本役務により発生した発生材のうち、監督官が指示するものについては、指示された場所に
搬入・集積し、調書と共に官側へ引き継ぐものとする。

(6)使用材料は、各種公共工事標準仕様書に示す規格に適合したもの及び「国等による環境物品
等の調達の推進等に関する法律 (グ リーン購入法)を標準とし、現場に搬入後、官側の検査を
受け合格したものを使用する。

(7)請負業者は現場代理人及び主任技術者を指名し、関係諸法令に従い本役務の施工計画の作成、
工程管理、品質管理及び作業に従事する者の技術上の指導監督を行 うと共に、常に整理整頓を
行い、特に危険箇所の点検を行 う等の事故防止に努めること。なお、役務災害等は請負業者が
自らその責を負 うものとする。

(8)設計図書に示された機能及び目的を完全に満たし、実施に当たつて当然必要と思われる事項
は、官側の指示を受け請負業者の責任において実施すること。また、作業中在来部分等に損傷
を与えた場合は、請負業者の責任において復旧を実施するほか、それに伴う損害を補償しなけ
ればならない。

(9)仮設材料以外の材料はすべて新品とし、 JIS規格等の適用品とする。これらの適用品以外
の物については、監督官と協議する。

(10)作業写真は着手前、着手後、隠ぺいとなる箇所、材料搬入、主要な役務段階の実施状況、そ
の他監督官の指示により計測等を実施した箇所を撮影すること。また、役務完了後はすみやか
に原版と共に整理し提出する。

(11)本件の実施日は、土曜日、日曜日及び祝日は原則作業不能日とするが、官側の指示による。

(12)色の選定は官側の指示による
`

(13)作業に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び給水タンク等を設
置する。やむを得なく官側の施設を使用する場合は有償とし、請負業者の負担によリメーター
を設置する。その場合の支払い方法は別に示す。

(14)本役務において、役務受注者が役務従事者との下請負契約を実施する場合は、着手後速やか
に施工体制台帳を提示し、官側の確認を得ること。また、官側より是正を求められた場合は速
やかに是正し、再提示すること。なお、外国人建設就労者を作業に従事させる場合は官側より
指示された書類を提出の上、官側からの許可を得た後作業に従事させること。

３

５



特記事項

(1)共通事項
ア 点検内容等及び時期は別表に基づき実施し、必要に応じて保守その他の処置を実施すること,
イ 点検等は、原則として目視、触接又は軽打等により実施すること。
ウ 測定を行う点検は、定められた測定機器又は当該事項専用の測定機器を使用する。
工 点検保守対象部分に、点検項目又は点検内容の対象となる部分がない場合には、当該点検項
目又は点検内容に係る点検を実施することを要さない。
オ 点検の結果に応じ実施する保守の範囲は、次のとおりとする。
(ア) 汚れ、詰まり、付着等がある部品又は点検部の清掃
(イ) 取付不良、作動不良、ずれ等がある場合の調整
(ウ) ボル ト、ねじ等で緩みがある場合の増締め
(工) 消耗品部品 (潤滑油、グリス、充填油等、パッキン、ガスケット、Oリ ング類、精製水
Vベル ト、ランプ類,ヒ ューズ類)の交換又は補充

(オ)接 触部分、回転部分等への注油
(力) 軽微な損傷がある部分の補修
(キ) その他これらに類する軽微な作業
力 異常を発見した場合には、同様な異常の発生が予想される箇所の′点検を実施すること。
キ 点検保守対象部分以外であつても、異常を発見した場合には、速やかに官側に報告すること
ク 点検等の結果、対象部分に脱落 、落下又は転倒の恐れがある場合、また、継続使用するこ
により著しい損傷又は関連する部材・機器等に影響を及ぼすことが想定される場合は、簡易な
方法により応急措置を講じるとともに、速やかに官側に報告すること。
ケ 点検等の結果、異常を発見した場合には、原因追求を実施し、機能回復のための方法及び見
積を速やかに官側へ提出すること。

(2)機器別事項
ア #731、 #734、 #741建 物における保守点検については、冷暖房切替を含め実施す
ること。
イ #740建 物直だき吸収冷温水器及び#731建 物吸収式冷凍機について、製造元の推奨仕
様にて保守点検を実施すること。

ウ #748、 #750、 #755、 #757建 物については、温水管用ス トレーナーの清掃を
実施すること。
工 #762号 建物ノー ド室内空調室内機については、点検時併せてVベル トの交換作業も行 う
こと。

ア 冷房イン点検は「5月 中旬」、冷房オフ・暖房イン点検は「10月 中旬」を基準とし、細部
日程は官側と調整のうえ指示によるものとする。
イ 点検周期は別表に記載された周期を基準とする。

量表

点検機器種別 台数 対象建物

真空式温水発生機 7 #716、 #727、 #740、 #750、 #755、 #757

無圧式温水発生お 2 #745、 #748

チリングユニット 6 #734、 #741、 #762

空気熱源ヒートポンプユニット 60
#357、 1705、 1720、 #722、 1723、 1740、 #743、 #745、 ♯748、
#750、 #755、 #757、 #759、 #762、 #763、 #764

吸収冷凍機 1 #731

直だき吸収冷温水器 1 #740

氷蓄熱ユニット
０
４ #745、 #748、 #750、 l1755、 #757

冷却塔 4 #731、 #734、 #740、 #741
ユニット型空気調和機 #740、 #762、 #764

ポンプ ０
４

#731、 #734、 #740、 #741、 #745、 #748、 #750、 #755、 #757、

#762

(4)

和 6年 3月 8日



(5)その他
ア 点検終了後、契約年度内において、対象機器に故障等の不具合が発生した場合、
所の調査を実施し、報告書を書面にて官側へ提出すること
イ 点検終了後、次年度の保守点検に係る見積を官側へ提出すること。



⑥ 温水発生機 (真空式。無圧式)点検保守内容一覧表
(別表第1)

番

号 点検項目 点検内容

点検時期

備考
暖房イン

1 基礎・固定部
き裂、沈下等がないか ○

ボルトの緩みがないか ○

外
観
本体

汚れ及び燃焼ガスの漏れがないか ○

焚口及び掃除口付近に焼損がないか ○

保温材 腕落、損傷等がないか ○

内
部

の
状
況

燃焼室・伝熱面

清掃 ○

過熱、腐食、水漏れ等がないか ○

真空度が規定の範囲内にあること ○ 真空式
燃焼ガス漏れがないか ○

水位が規定の許容範囲内にあること ○

熱交換器

接続部に水漏れがないか ○

汚れ、詰まりがないか ○

量が適正であるか ○

逃し弁の清掃、腐食、損傷等がないか ○

煙道・煙突

割れ、腐食等がないか ○

雨水の浸入がないか ○

ガスの漏れがないか ○

耐火レンガ。キャスタブルの破損、脱落、すすの堆積がないか ○

付
　
属
　
品

抽気装置

正常に作動するか ○ 真空式
抽気ポンプのグランドパッキンに損傷がないか ○ 真空式
弁に損傷、詰まりがないか ○ 真空式
配管接続部に緩み、水漏れがないか ○ 真空式
1気プローの作動が良好であるか ○ I式

制御安全装置

温度調節器が正常に作動するか ○

溶解栓に異常がないか ○ 真空式
温度ヒューズに異常がないか 真空式
気スイッチが正常に作動するか ○ :空式

安全スイッチが正常に作動するか ○

低水位スイッチが正常に作動するか ○

5

燃

焼

装

置

バーナー

炎口部にすす、カーボン、未燃分等の付着がないか ○

点火及び消火が正常に作動するか ○

撚焼状態が正常であるか ○

ノズルに焼損、変形、割れ等がないか ○

ディフューザーに焼損、変形、割れ等がないか ○

バーナータイルに焼損、変形、割れ等がないか ○

電極棒
異物の付着がないか ○

腐食がないか ○

ストレーナー 漏れがないか ○

電磁弁 。油圧計 正常に作動するか ○

火炎検出器
検出部に汚れ、焼損、き裂等がないか ○

検出部の装着及び接触が適正であるか ○

燃料遮断弁
油燃料遮断弁の滴下量が規定以下であるか ○

ガス燃料遮断弁の漏れ量が規定以下であるか ○

弁及び配管の接続部に漏れがないか ○

地震感知器 作動テストで正常に燃焼が停止するか ○

操 作 盤

盤内機器の取付け状態が適正であるか ○

盤内機器の過熱、異臭がないか ○

端子に変色、さび、汚れがないか ○

監内部の温度が適正であるか ○

内部に結露水がないか ○

表示灯が正常に点灯するか ○

警報器が正常に発鳴するか ○

木更津駐屯地業務隊 令和6年3月 8日

|

|

||

|||

|||



(7):チ リングユニット点検保守内容一覧表

(別表第2)

番

号 点検項目 点検内容

期

備考伶
房
″

伶
房
カ

1 基礎・固定部
き裂、沈下等がないか

固定金具の劣化及び固定ボルトにゆるみがないか ○ ○

防振材、ストッパー等に劣化及び緩みがないか ○ ○

2
外

観
本 体 腐食、変形、破損等がないか ○

保冷材 損傷及び脱落がないか ○ ○

3 内叡 熱交換機 フィンコイルに汚れ、損傷等がないか ○ ○

付
属
品

温度計。圧力計
正常値を指示しているか

取付け部等に漏れがないか ○ ○

,れ、破損がないか ○ ○

安全弁
漏れがないか

正常に作動するか ○

電
気

系
統

操作回路・動力回路
操作回路の絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

動力回路の絶縁抵抗がlMΩ以上であるか ○ ○

端 子 緩み、変色、破損がないか ○ ○

クランクケースヒーター
温度に異常がないか

絶縁抵抗がlMΩ以上であるか ○ ○

桑作盤 異物の付着、緩み、変形がないか ○ ○

電磁開閉器 異音、劣化がないか ○ ○

接 地
断線 、緩みがない ○

接地抵抗が100Ω 以下であるか

保
安
装
置

圧力開閉器 設定値で作動するか ○

吐出ガス温度サーモ 正常に作動するか ○

断水リレー 正常に作動するか ○

インター ロック 正常に作動するか ○

冷水凍結防止サーモ 正常に作動するか ○

可溶栓 変形、破損等がないか ○

冷媒系統
ガス漏れがないか ○ ○

配管に損傷、接触、摩耗、腐食等がないか ○ ○

潤滑油系統
油の汚れがないか ○ ○

油量が適正であるか

冷水及び冷却水系統
漏れがないか ○

弁の開閉が正常であるか ○

水系統 流れに支障がないか ○ ○

運
　
転
　
調

首・振 動 異常がないか

電源電圧。電流
電圧変動が定格の±10%以内であるか ○

定格の110%以下であるか ○

圧縮機電流は定格の110%以下であるか ○

冷媒ガス

○

高圧側温度が規定内にあるか ○

圧力が規定内にあるか

低圧側温度が規定内にあるか ○

冷凍機油
圧力が規定内にあるか ○

温度が規定内にあるか ○

整 熱交換状況 正常であるか ○

自動制御

温度制御の設定値が規定値で作動するか

圧力制御の上段 (高圧断)の設定値が規定値で作動するか ○

圧力制御の下段 (低圧断)の設定値が規定値で作動するか ○

容量制御の設定値が規定値で作動するか ○

タイマー制御の設定値が規定値で作動するか ○

保存 水系統は確実に水を抜いた上で保存したか

木更津駐屯地業務隊

― ― ―
―

            |

|

|

縮  尺 図面番号 1 5/28



(8)空気熱源ヒートポンプユニット点検保守内容一覧表
(別表第3)

番

号 点検項目 点検内容
鰯下
房
″

嘲
一暖
一房
″

備考

1 基礎。固定部
き裂、沈下等がないか ○ ○

固定金具の劣化及び固定ボルトに緩みがないか ○ ○

防振材、ストッパー等に劣化及び緩みがないか ○

外観
本 体 腐食、変形、破損等がないか ○ ○

保冷材 損傷及び脱落がないか ○

内部 熱交換器 フィンコイルに汚れ、損傷等がないか ○

付
属
品

温度計・圧力計

正常値を指示しているか ○ ○

取付部等に漏れがないか 〇 ○

汚れ、損傷がないか ○ ○

安全弁 漏れがなく、作動が正常であるか ○ ○

電

気

系

統

冷暖房切替
切換スイッチの作動が正常であるか ○ ○

5

四路切換弁の作動が正常であるか ○ ○

操作回路。

電動機回路・
ヒーター回路

操作回路の絶縁抵抗がlM Ω以上であるか
回路の絶縁抵抗がlMΩ以上であるか ○ ○

ヒーター回路の絶縁抵抗がlMΩ以上であるか ○ ○

端 子 緩み、変色、破損がないか ○ ○

クランクケースヒータ
温度に異常がないか ○ ○

絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○

操作盤 異物の付着、緩み、変形がないか ○ ○

電磁開閉器 )化がないか ○ ○

接 地
断線、緩みがないか ○ ○

接地抵抗が100Ω 以下であるか ○ ○

保
安
装
置

圧力開閉器 規定値で作動するか ○

吐出ガス温度サーモ 規定値で作動するか ○ ○

断水リレー r値で作動するか ○ ○

インターロック 正常に作動するか ○ ○

7 冷媒系統
ガス漏れがないか ○ ○

配管に損傷、接触、摩耗、腐食等がないか ○ ○

8 潤滑油系統
油の汚れがないか

油量が適正であるか 〇 ○

9

送
風
機

Vベルト 摩耗、緩み及び損傷がないか ○ ○

軸 受 音、振動等の異常がないか ○ ○

羽根車 損傷、振動等の異常がないか ○ ○

水
系
統

冷温水 漏れがないか ○

弁 開閉が正常であるか ○ ○

排 水 流れに支障がないか ○ ○

運

転

調

整

晋・振動 常がないか ○ ○

.壼 締

電圧変動が定格の±10%以内であるか ○ ○

主電流は定格の110%以下であるか
圧縮機電流は定格のHO%以下であるか ○ ○

送風機電流は定格以下であるか ○ ○

プロペラファン 回転方向が正しいか ○ ○

冷媒ガス

高圧倒圧力が規定 flg内にあるか ○ ○

高圧側温度が規定値内にあるか ○

低圧側圧力が規定値内にあるか ○

低圧側温度が規定値内にあるか ○ ○

圧縮機用油圧力が規定値内にあるか ○ ○

圧縮機用油温度が規定値内にあるか    '              | ○ ○

熱交換状況 正常であるか ○ ○

冷凍機油
圧力が規定値内にあるか ○ ○

温度が規定値内にあるか ○

自動制御

温度制御の設定値が規定値で作動するか ○ ○

圧力制御の設定値が規定値で作動するか ○ ○

容量制御の設定値が規定値で作動するか ○ ○

タイマー制御の設定値が規定値で作動するか ○ ○

除霜装置 正常に作動するか

木更津駐屯地業務隊 作成年月日



(9)吸収式冷凍機点検保守内容一覧表
(別表第4)

番

号 点検項目 点検内容

点検時期

備考冷
房
″

冷
一房
″

1 基礎・固定部
き裂、沈下等がないか ○

固定金具及の劣化及び固定ボルトに緩みがないか ○ ○

外
観
の
状
況

本 体 腐食、変形、破損等がないか ○ ○

保温材・保冷剤

,及び脱落がないか ○

冷水出口圧力が規定値であるか ○ ○

冷水入口圧力が規定値であるか ○ ○

冷却水水室部に水漏れがないか ○ ○

冷却水の出口圧力が規定値であるか ○ ○

冷却水の人口圧力が規定値であるか ○ ○

冷却水水室部に水漏れがないか ○ ○

3

付
属
品

温度計・

圧力計

正常値を指示しているか ○

取付け部に漏れがないか ○ ○

汚れ、損傷がないか ○ ○

4 気密確認 塗 どつ F・t変動が温度補正以上にはないか ○

5

電

操作回路。

電動機回路

操作回路。電動機回路の絶縁抵抗がlMΩ 以上であるか ○ ○

吸収液ポンプの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか
冷媒ポンプの絶縁抵抗がlMΩ以上であるか ○ ○

プロワーの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

抽気ポンプの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

端 子 緩み、変色及び破損がないか ○ ○

気
　
　
系
　
　
統

タイマー
起動タイマーが設定値で作動するか ○

遅延タイマーが設定 自で作動するか ○

停止タイマーが設定1値で作動するか ○

サーマルリレー
設定値を確認する ○

抽気ポンプ用サーマルリレーの設定値を確認する ○

電極棒
正常に機能するか

亀裂又は折損はないか ○

操作盤内 異物の付着、緩み、変形がないか ○

接 地
断線、緩みがないか ○

設定値以下であるか ○

保
安
装
置

作動試験

冷水過冷却リレーが設定値で作動するか ○

断水リレーが設 :で作動するか

液面リレーが設 で作動するか ○

高温再生器圧カスイッチが設定値で作動するか ○

高温再生器温度スイッチが規定値で作動するか ○

インターロック
冷水、冷却水ポンプ等のインターロックが正常に作動するか ○

その他のスイッチが正常に作動するか

蒸気圧力調整弁
リンク装置に緩みがないか ○

正常に作動するか ○

冷水及び
冷却水系統

漏れがないか ○

弁の開閉が正常であるか ○

木更津駐屯地業務隊 令和6年3月 8日
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番

号 点検項目 点検内容
嗣下
二房
″

嘲
隠 備考

9

運

転

調

整

音及び振動 異常がないか

電圧・電流
電源電圧の変動が定格の±10%以 内にあるか
定格の110%以下であるか ○

電動機 回転方向が正常であるか ○

自動制御 設定温度で段階的に作動するか

熱源

蒸気温度が規定値であるか ○

蒸気の1次圧力が規定の許容範囲内にあるか ○

蒸気制御弁の非通電時にリークがないか

熱交換器

温再生器温度が規定値以下であるか ○

温再生器圧力が規定値以下であるか ○

高温再生器液面が規定の範囲内であるか ○

温再生器入口温度が規定値内であるか ○

温再生器出口温度が規定値内であるか ○

i温再生器入口温度が規定値内であるか ○

低温再生器出口温度が規定値内であるか ○

吸収器入口温度が規定値内であるか ○

吸収器出口温度が規定値内であるか ○

冷媒温度が規定の範囲内であるか ○

冷媒液面が規定の範囲内であるか ○

吸収液濃度が規定の範囲内であるか ○

冷水入口温度が規定値内であるか
:水出口温度が規定値内であるか ○

1却水入口温度が規定値内であるか ○

)却水出口温度が規定値内であるか ○

不凝縮ガスの混入がないか ○

冷却管に汚れがないか

抽気ポンプ

起動時に固着及び異音がないか ○ ○

真 抽気能力に異常がないか ○ ○
ベルトの張りが良好であるか ○ ○

空 油面が適正であるか ○ ○

気

　

密

抽気系統
抽気用弁が確実に開通しているか ○

ダイヤフラムゴムが脱落していないか ○
リーク試験 機内に不凝縮ガスがないか ○ ○
パラジウムセルユニットパラジウムセル部に焼損、劣化がないか ○ ○

真空引き 所定の圧力まで抽気するか ○

冷媒・吸収剤
腐食防止剤の濃度が規定の許容範囲内にあるか ○

アルカリ度が規定の許容範囲内にあるか

溶液の汚れがないか ○

熱交換器
水質に汚れ、腐食がないか ○

管ヽにスケール付着、腐食がないか ○

保
存

真空系統 所定の圧力まで下げ、窒素ガスで大気圧以上にカロ圧し保存する ○

冷水及び冷却水系統 防さび剤が規定の濃度であるか (満水保存の場合) ○

溶液希釈 十分に希釈されているか ○

(別表第4-2)

※各製造元指定による点検項目については官側との協議による。

木更津駐屯地業務隊 令和6年3月 8日

1 役 務 名 1空調機保守′点検等役務

8

図面名称 1 別表第4-2



(10)直だき吸収冷温水器点検保守内容一覧表

(別表第5)

番

号 点検項目 点検内容

点検時期

備考冷
房
″

暖

所

ン

1 基礎・固定部
き裂 沈下等がないか ○ ○

固定金具の劣化及び固定ボルトに緩みがないか ○

2
外
観
本  体 腐食、変形、破損等がないか ○

隊 温 材・保 冷 材 ;、 脱落がないか ○

3

燃焼室

系統配管 (油燃料)の継手部から漏れがないか ○

内
部

の
状
況

暁損及び燃焼ガスリークに異常がないか ○ ○

火材にき裂、脱落等がないか ○ ○

内部に腐食、汚れがないか ○ ○

燃焼ガス出口部に腐食がないか ○ ○

熱交換器
管ヽにスケールの付着、腐食がないか ○ ○

水 E に汚れ、腐食がないか ○ ○

4

付
属
品

温度計・圧力計 がないか ○ ○

付属弁
開閉が良好であるか ○

調整弁が調整開度であるか ○ ○

動力盤
冷房及び暖房の切換えが適正であるか ○ ○

絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

:態が艮好であるか ○ ○

電
　
　
気
　
　
系

操作回路・
ヒーター回路・

電動機回路

操作回路の絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○

吸収液ポンプの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

冷婢:ポンプの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

プロワーの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ 〇

ヨ気ポンプの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

油ポンプの絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○

油ヒーターの絶縁抵抗がlMΩ以上であるか ○ ○

主電源の絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○ ○

端 子 緩み、変色、損傷がないか ○ ○

タイマー

起動タイマーが設定値で作動するか ○

遅延タイマーが設定値で作動するか ○

停止タイマーが設定値で作動するか ○ ○

燃焼復帰タイマーが設定値で作動するか ○ ○

t*<)vt)V-
キャンドボンプ用サーマルリレーの設定値を確認する ○ ○

統 ポンプ用サーマルリレーの設定値を確認する
ブロワー用サーマルリレーの設定値を確認する ○

油ポンプ用サーマルリレーの設定値を確認する ○ ○

電極棒 義能が正常であるか ○ ○

操作盤内 盤内に汚れ、異物の付着、緩み、変形がないか ○ ○

接 地
、緩みがないか ○

接地抵抗が100Ω以下であるか

保
　
　
安
　
　
装

作動試験

冷水過冷却リレーが設定値で作動するか ○ ○

断水リレーが設定値で作動するか ○ ○

液面リレーが設定値で作動するか ○

高温再生器圧カスイッチが設定値で作動するか 〇

高温再生器温度スイッチが設定値で作動するか ○

吸収液ポンプ冷却水温度スイッチが設定値で作動するか ○

ガス圧力高スイッチが設定値で作動するか ○ ○

ガス圧力低スイッチが設定値で作動するか ○ ○

排ガス温度スイッチが設定値で作動するか ○ ○

置 その他のスイッチが正常に作動するか ○ ○

インターロック 冷水、冷却水ポンプ等のインターロックが正常に作動するか

木更津駐屯地業務隊 和6年 3月 8日
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(別表第5-2)

番

号 点検項目 点検内容

点検時期

備考冷
房
″

暖
一房
″

燃

焼

装

置

へ料系統配管 油漏れ又はガス漏れがないか ○ ○

弁

電動ボール弁の開閉が正 i「であるか ○ ○

電動ボール弁が異常時に [定値で作動するか ○ ○

主遮断弁の開閉が正常であるか ○ ○

主遮断弁が異常時に規定 で作動するか ○ ○

パイロット電磁弁の開閉が1 好であるか ○ ○
ペイロット電磁弁が異常時に規定値で作動するか ○ ○

通電時のリサイクル、熱、音に異常がないか ○ ○

非通電時の弁通過がないか ○ ○

/t-r-

耐火材にき翠せ、欠損がないか ○

燃料油が所定の銘柄であるか ○ ○
ヘッド部に焼 、変形がないか ○ ○

ノズルチップを清掃する ○ ○

点火トランスに損傷等がないか ○

電極棒に損傷等がないか ○ ○

高圧リード線に損傷等がないか ○ ○

絶縁碍子にき裂がないか ○ ○

リンク機構
動作が正常であるか ○ ○

ボールジョイントに緩み及び損傷がないか ○ ○

火炎検知器 汚れ、き裂がなく絶縁が良好であるか
ストレーナー 詰まり及び損傷等がないか ○ ○

地震感知器 作動テストで正常に燃焼が停止するか ○ ○

冷温水及び冷却水系
統

冷温水出口圧力が規定値内であるか ○ ○

冷温水入口圧力が規定値内であるか ○ ○

各水室部に水漏れがないか ○

冷却水出口圧力が規定値内であるか ○ ○

冷却水入口圧力が規定値内であるか ○ ○

時前に冷却水系の水抜きを確認する ○ ○

運
　
　
転

　
　
調

晋・振動 常がないか ○ ○

電圧。電流
電源電圧の変動が定格の±10%以内にあるか ○

電流が定格の110%以下であるか ○ ○

電動機 回転方向が正常であるか ○ ○

温度制御 設定温度で作動しているか ○ ○

燃焼制御 プレパージ時間、着火タイミング、失火動作指令等が正常であるか ○ ○

燃焼状態

正常に着火するか

フレーム電流が規定値以上であるか ○ ○

ガス・油消費量が規定値以下であるか ○ ○

ガス人口圧力が内であるか ○ ○

油入口圧力が内であるか ○ ○

02濃度が規定の範囲内であるか ○ ○

CO濃度が規定の範囲内であるか
炸ガス温度が規定値以下であるか ○ ○

熱交換器

高温再生器温度が規定値以下であるか ○ ○

整 高温再生器圧力が規定値以下であるか ○ ○

高温再生器液面が規定の範囲内であるか ○

高温再生器入口温度が規定値内であるか

高温再生器出口温度が規定値内であるか ○ ○

低温再生器入口温度が規定値内であるか ○ ○

1温再生器 出 口温度が規 値内であるか ○ ○

収器入口温度が規定値内であるか ○

吸収器出口温度が規定値内であるか
爆

転

調

整

熱交換器

冷媒温度が規定の範囲内であるか ○ ○

冷媒液面が規定の範囲内であるか ○ ○

吸収液濃度が規定の範囲内であるか ○ ○

水入口温J が規定イ直内であるか ○

水出口温 , が規定 l●内であるか ○

冷却水入口温度が規定値内であるか ○ ○

冷却水出口温度が規定値内であるか ○ ○

不凝縮ガスの混入がないか ○ ○

冷却管に汚れがないか ○ ○

||

役 務 名 1空調機保守点検等役務

1 図面名称 1 別表第5-2
―  1 図面番号 1 10/28
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図面名称 1 別表第5-3



(11)冷却塔点検保守内容一覧表

(別表第6)

番

号 点検項目 点検内容

点検時期

備考冷
房
″

冷
房
″

1 基礎・固定部

基礎にき裂、沈下等の異常がないか ○

基礎ボルトに緩み、劣化がないか

防振装置に損傷等がないか ○

防振ストッパーに緩み、劣化がないか ○

外

観

の

状

況

本 体 損傷、変形及び汚れがないか ○

散水装置
損傷、変形、さび及び汚れがないか ○ ○

散水穴に目詰まりがないか ○ ○

に水管の回転が円滑であるか ○

熱交換器 コイルに汚れ、損傷等がないか ○ ○
エリミネーター 損傷、変形及び目詰まりがないか ○ ○

/V*t\ 1損傷、変形及び目詰まりがないか ○ ○

充填材

スケール等の付着がないか ○

日詰まりがないか ○ ○

座屈、変形等がないか ○ ○

架 台
損傷、変形等がないか ○ ○

固定金具の劣化及び組立ボルトに緩みがないか ○

梯子・点検扉 損傷、変形、腐食等がないか ○

水

槽

本 体

1内外面に損傷、変形がないか ○ ○

○ ○

水漏れがないか ○

水位が規定の位置にあるか

給水装置 ボールタップ等が正常に作動するか ○

ストレーナー
目詰まりがないか ○ ○

がないか ○ ○
フレキシブルジョイント接続部に緩み、腐食等がないか ○ ○

4

送
　
風
　
機

羽根車
損傷、腐食等がないか ○ ○

汚れがないか ○

回転に支障がないか ○ ○

ファンケーシング 損傷、腐食等がないか ○ ○

軸 受
軸が円滑に回転するか ○ ○

油量が適正であるか ○

電動機
外観等に損傷、腐食等がないか ○

円滑に回転するか ○ ○

絶縁抵抗がlM Ω以上あるか ○

^ミ
ルト

張り具合が適正であるか ○ ○

損傷、摩耗がないか ○ ○7-r- 員傷、摩耗等がないか ○

5

散
水
ポ

ン
プ

本 体
汚れがないか ○ ○

損傷、腐食等の劣化がないか ○ ○

電動機
絶縁抵抗がlM Ω以上あるか ○

回転方向が正しいか ○

電流が定格以下にあるか

凍結防止装置

サーモスタットが設定値で作動するか ○

ヒーターの作動電流が定格以下にあるか ○

ヒーターの絶縁抵抗がlM Ω以上あるか ○

7 運転調整

電動機の回転方向が正しいか ○

音、振動の異常がないか

電源電圧が定格の±10%以内にあるか ○

運転電流が定格値以下にあるか ○

散水管の回転数が許容範囲内にあるか ○

散水は均一に分散しているか ○

水槽の運転前、運転後の水位が適正であるか

保存 機内の水が確実に抜いてあるか ○

清掃 本体及び配管の清掃 ○

木更津駐屯地業務隊 令和6年 3月 8日

|

12ノ//28



(12)ユ ニット型空気調和機点検保守内容一覧表

(13)氷蓄熱ユニット点検保守内容一覧表

(別表第7)

番

号 点検項目 点検内容 備考冷。暖房
イン

1 基礎・固定部
基礎にき裂、沈下等がないか ○

固定金具の劣化及び固定ボルトに緩みがないか ○

反材、ストッパー等に劣化及び緩みがないか

2
外
観
本 体 腐食、変形、破損等がないか ○

保 温 材・吸 晋 材 破損及び脱落がないか ○

3

送

風

機

羽根車
汚れ、さび、腐食等がないか ○

回転に支障がないか ○

シャフト
汚が な`いか ○

さび、摩耗等がないか ○

・ベミルト
緩みがないか ○

摩耗、損傷等がないか ○

アーリー 耗 等がないか ○

軸 受 音、振動等の異常がないか ○

カップリング 1摩耗、損傷等がないか ○

電動機

回転方向が正しいか ○

絶縁抵抗がlM Ω以上であるか ○

運転電流が定格以下にあるか ○

4 熱交換器 汚損、腐食、損傷等がないか ○

加 湿 器
詰まりがないか ○

作動が正常であるか ○

加湿状態点検用ランプが点灯するか ○

6 エリミネーター
目言吉まりがないか ○

争力`ないか ○

7
ドレンパン うれ、さび、腐食等がないか ○

ドレン排水 詰まりがなく排水が良好であるか ○

8
ろ 材 詰まり、損傷等がないか ○

枠 変形、腐食等がないか ○

運転調整
電圧変動が規定値以内であるか ○

電流が規定値以下であるか ○

(別表第8)

番

号 点検項目 点検内容

点検時期

備考冷房
イン

1 基礎・固定部
き裂、沈下等がないか ○

固定金具の劣化及び固定ボルトに緩みがないか ○

、ストッパー等に劣化及び緩みがないか ○

2 タンク
水漏れがないか ○

○

氷生成装置 熱交換器部分の汚れ、破損等がないか ○

空調機保守点検等役務

別表第 7・別表第8
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#357建 物空調機配置図 S=1:1000

―トポンプユニットxl台

#357建 物保守機器一覧表

機  器  名 様仕 室  名 保守時期

空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機  種 :三菱FDGJ1041Dl
冷房能力:8KW  圧縮機 :3 75KW

サイト
・ショップ屋上

2回 冷房イ〕
暖房イ〕

2
空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :東芝ROA―RP1603HS
冷房能力 :14K‖  圧縮機 :4 19KW

サイト
・ショッフ
・
屋上
2回 冷房イ)
暖房イ〕

空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :三菱FDCJ2241D
冷房能力1 20KW 圧縮機 :5 5KW

サイト
・ショップ屋上

2回 冷房イ〕
暖房イ)

#705建 物保守機器一覧表

機  器  名 様仕 室  名 保守時期

空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機種 :三菱重工 ASVP2243HB

冷房能力 :20 0KW

暖房能力 :22 4KW

空調機室

(4階 )

2回 冷房イ〕
暖房イ)

4 階
図面名称



″≠ #716建 物保守機器一覧表

サィ ドショップ 南側

S=1:200

S=1

機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

真空式温水発生機
機  種 :タ クマ KSAN-100Ⅲ
出  力 :‖ 6KW

サイドショッ:

南側機械室

1回 暖房イ〕

#720建 物保守機器一覧表

機  器  名 様仕 室  名 保守時期

空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機  種 :ダイキン ROYP140CH
冷房能力 :14KW

4
側

外

東

屋

2回 冷房イ)

暖房イ〕

図面名称
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空気熱源ヒートポンプユニット

空気熱源ヒートポンプユニットx2台

空気熱源ヒートボンプユニットx2台

#722建 物空調機配置 図 S=1:600

空気熱源ヒートボンプユニット

#722建 物保守機器一覧表

N0 機  器  名 様仕 台劉 室  名 保守時期

1
空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機種 :ダイキン RZYCP280KE X 4

冷房能力 :50KW
4
側

外

南

屋

2回 冷房イン

暖房イン

2
空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機種 :ダイキン RZYCP450KE

冷房能力:40KW
1

側

外

東

屋

2回 冷房イ〕
暖房イ〕

#723建 物保守機器一覧表

N0 機  器  名 様仕 台数 室  名 保守時期

1

空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

ダイキン RZYPi12M

5.0附

機  種
冷房能力

1

側

外

東

屋

1回 暖房イン

2
空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

ダイキン RZYP160M

6 3KW

機  種
冷房能力

1

側

外

南

屋

1回 暖房イン

空気熱源ヒートポンプユニット

・機器一覧表 (3)

図面番号 18/28
津駐屯地業 令和 6年 3月 8日

|
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屋  上

S=1:600

#727建 物保守機器一覧表

N0 機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

真空式温水発生機
機  種 :日本サーモエナー

暖房能力 :116KW
1 ポイラー室 1回 暖房イ)

#731建 物保守機器一覧表

機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

機  種 :日立 HAU¨WL-60S
冷凍能力 :154 1KW

機械室

(1階 )

2回 冷房イ)
冷房オラ

冷却塔
機  種 :三菱 HT-80SOb
冷却能力:341 lKW

屋 上
2回 冷房イ〕
冷房オラ

冷却水循環ポンプ
機

能

種 :荏原 80X65FS4K511

カ:Φ 80x890L/minX25m

機械室

(1階 )

1回 冷房イ〕

4 冷水循環ポンプ
機

能

種 :荏原 80X65FS4K55 5

カ:Φ 80X440L/min x 30m

機械室

(1階 )

1回 冷房イ〕

温水循環ポンプ
機

能

種 :荏原 80X65FS4K55 5

カ:Φ 80X440L/min X 30m
朧
躙

1回 暖房イ)

酬
」

図面名称

図面番号
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#741建 物保守機器一覧表
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#741建 物空調機配置図 S=1:350
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#734建 物保守機器一覧表

N0 機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

チリングユニット

(水冷)

機  種 :東芝 RUW-153
冷凍能力 :41.7KW

朧
躙

2回 冷房イ)
冷房オラ

冷却塔
機  種 :荏原 SCB 15FS
冷却能力 :45 6KW

屋 外
2回 冷房イ)
冷房オラ

冷却水循環ポンプ
機  種 :荏原 50x40FS2F51 5
能  力 :Φ 50X180L/minX lim 朧躙

1回 冷房イ〕

4 冷水循環ポンプ
機  種 :荏原 40X32FS2652 2
能  力 :Φ 40X120L/min X 27m 雛躙

1回 冷房イ〕

温水循環ポンプ
機  種 :荏原 50x40FS2G52 2
能  力:Φ 50x180L/minX27m 雛躙

1回 暖房イ〕
1 階

種 :荏原 50X40FS2F51 5

カ:Φ 50X240L/min X 140KPa

種 :荏原 40X32FS2G51 5

カ:Φ 40x148L/min X 220KPa



740建 物保守機器一覧表
機  器  名 仕     様 室  名 保 守 時 期

直だき吸収冷温水機 1目1  01-Kb0
R3翻 澤 雇鮨 力 107,Kl

ボイラー里 Z回 冷房 イ :
謳 竃 /ヽ

冷却塔
::ロ

］機種‥̈

”トＳ”
刑
ンヽ

６
屋  上 2回 冷房イ :

冷雇オ I

冷却水循環ポンプ
1  80X65FS4J55 5
)x850L/min X 18m

1 65X50FS4」 537
1x500L/min x 20m

ホイラー三 1回 冷房イ〕

4 冷温水循環ポンプ
ポイラー室 1回 冷房イ:

空気熱源ヒートホ
・ンプユニット

機   種 :タ イ千ン KMIJZZ41じL
A雇能力 ,,よW 鰹冨佳力・%nm

屋 上 2回 冷房イL
暖房イユ

1回 暖房イ〕6 真空式温水ポイラー  1需熟鮨猾itt「hfⅢ 類ツA R9‖ 2 ポイラー室

温水循環ポンプ  1露  驚:言黒x馴晰蹴消勝1」 2

一」珈ｍ

1回 暖房イ〕

ユニット形空気調和機
rプ_1し

`飾
、 1需熱爵 :男フ0謡電彗

'114n3/

1回 暖房イ〕

9
ユニット形空気調和機

`億

書館率絆) 驚敏静驚:胴P,滅
V~響
讐1 9n nm請 :

1回 暖房イ〕
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#743建 物保守機器一覧表

#745建 物保守機器一覧表

「
≠

機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :ダイキン RSXYP224樹
冷房能力 :22.4KW

屋上 1回 暖房イ)

機 器  名 様仕 室  名 保守時期

氷蓄熱式パッケージ型

空調機

機  種 :ダイキン RTGYP140PER
冷凍能力:14_OKW 圧縮機 :1 9KW

サイドショッラ

屋上

2回 冷房イ〕
暖房イ〕

氷蓄熱ユニット
機  種 :ダイキン TCP180PER サイドショッラ

屋上

1回 冷房イ〕

無圧式温水発生機
機  種 :前田 田卜F215A―H5-‖―H

出  力 :244KW
サイドショッ]

1階 機械室
1回 暖房イ〕

温水循環ポンプ
種 :荏原 65X50FS2053 7

カ:Φ 65x349L/min x 24m

機

能

サイドショッラ

1階 機械室
1回 暖房イ〕

1 階

図面番号



″

サイ ドシ ョップ  1階
#748建 物空調機配置図 S=1:500

√
名Jう武1ネ翻原いヒーつト

M精釉汁……
サ イ ドシ ョップ 屋上

#748建 物保守機器一覧表

N0 機 器 名 仕 様 室  名 保守時期

無圧式温水発生機
機

出

種 :昭和 HEOS― 6ゝ5∞

力 :756KW

サイドショッ:

1階 機械室
1回 暖房イ〕

温水循環ポンプ
機

能

種 :荏原 80X65FS4」 555

カ:Φ 80X984L/min X 16m

サイドショッ:

1階 機械室
1回 暖房イ〕

#750建 物保守機器一覧表

機  器  名 様仕 室  名 保守時期

氷蓄熱式パッケージ型

空調機

機  種 :ダイキン RXYP224PH
冷凍能力 :56 0KW

サイドショッ:

屋上

2回 冷房イL
暖房イニ

2
空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機  種 :ダイキン RXYP450AH
冷凍能力 :45 0KW

サイドショッ:

屋上

2回 冷房イ〕

暖房イ〕

空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :ダイキン ROYP450FAH
冷房能力 :45 0KW

サイドショッ:

屋上

2回 冷房イ〕
暖房イ:

氷蓄熱ユニット
機  種 :ダイキン TSSP560PER サイドショッ:

屋上

1回 冷房イ〕

真空式温水発生機
機  種 :昭  和 SV-6504-H
出  力 :628KW

サイドショッτ

l階 機械室
1回 暖房イニ

温水循環ポンプ
機

能

種 :荏原 80X65FS4K57 5

カ:Φ 80X1090L/minx24 8m

サイドショツ :

1階 機械室
1回 暖房イ:

サイ ドシ ョップ  1階

件  名

図面番号



サイ ドショップ 屋上

#755建 物保守機器一覧表

機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

空冷ヒートポンプ
機  種 :ダイキン RSXYP450PH
冷凍能力:45 0KW

サイドショッラ

屋上

2回 冷房イ)
暖房イ)

2 空冷ヒートボンプ
機  種 :ダイキン RSXYP335PH
冷凍能力 :33 5KW

′ヽ フア ン ヨ ツ ′

屋上

2回 冷房イ〕
暖房イ)

氷蓄熱ユニット

機  種 :ダイキン TSSP560PE t4 F)av.
ET
t\yD)t,yl
EI

1回 冷房イ】

真空式温水発生機
機

出

種 :昭  和 CVL-15003A―H
力 :1744KW

バックショッ

1階 機械室
1回 暖房イ)

温水循環ポンプ
機

能

種 :荏原 125X100FS4K518

カ:Φ 125X2490L/minX25 0n

パツクシヨツ:

1階 機械室

1回 暖房イ〕

バ ックショップ 屋上

バ ックショップ 1階

#759建 物保守機器一覧表

機  器  名 様仕 室  名 保守時期

空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :三菱 PUHV― P335SDH― E―BSG
冷房能力:10酬

2
側

外

東

屋

2回 冷房イニ
暖房イ〕

2
空気熱源ヒートポンプ

ユニツト

機  種 :三菱 PUHY― P450H01-3SG
冷房能力 :45KW

側

外

東

屋

2回 冷房イ〕
暖房イ〕

空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :三菱 PUSY― P140HCl BSG
冷房能力 1 14KW

側

外

東

屋

2回 冷房イ)
暖房イ〕

4
空気熱源ヒートボンプ

ユニツト

機  種 :ダイキン RZYP160011A
冷房能力 :14KW

側

外

東

屋

2回 冷房イ〕
暖房イ〕

/ 11 、`

1階 平面図



サイ ドショップA 屋上

#757建 物保守機器一覧表

機  器  名 様仕 室  名 保守時期

空冷ヒートボンプ
機  種 :三菱 PUHY―P355駅‖―E-3S
冷凍能力 :35 5KW

サイドショッ
=

A屋上

2回 冷屏イ〕

暖房イ〕

空冷ヒートポンプ
機  種 :三菱 PUHY―P450HKH― E―BS
冷凍能力 :45 0KW

3
サイドショッラ

A屋上 B屋上

2回 冷房イ)
暖藤イ〕

空冷ヒートポンプ
機  種 :三菱 PU‖ Y―P56側剛―E-3S
冷凍能力 :56.OKW

サイドショッラ

B屋上

2回 冷房イ)
暖房イ)

4 氷蓄熱ユニット
機  種 :三菱 STY―P17卜 E―BSG サイドショッラ

A屋上 B屋上

1回 冷吾イ:

真空式温水発生機
機  種 :昭  和 CVL-13503A― H
出  力 :1570KW

サイドショッラ

B l階機械菫

1回 暖房イL

温水循環ポンプ
種 :荏原 125X100FS4K518

カ:Φ 125X2240L/minX30 0n

機

能

サイドショッ:

B l階機械目

1回 暖霧イ〕

サイ ドショップB 屋上

サイ ドシ ョップ B l階

S・ 1:600



空気熱源ヒートホ
゜
ンプ式空調機
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#762建 物保守機器一覧表

機 器  名 様仕 台数 室  名 保守時期 N0 機  器  名 様仕 台数 室  名 保守時期

1

チリングユニット

(空冷)

機  種 :東芝ltリアRUA―SP422‖LKZG
冷却能力 :552KW

4
屋上

(8階建)

2回 冷房イン
暖房イン

ユニット型空気調和機
機  種 :暖冷工業 DVU-230FTRK(SA)
冷却能力:72.2kw 暖房能力28 9kw

1 lF空調機械室
2回 冷房イ)
暖房イ〕

2 空冷
ヒートポンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RZYP280CCll
冷凍能力 :28.OKW

屋上

(3階建)

2回 冷房イン

暖房イン
ユニット型空気調和機

機  種 :暖冷工業 DVU-80FTRK(SA)
冷却能力:31 5kw 暖房能力16 6kw

1 2F空調機械室
2回 冷房イン
暖房イン

空冷ヒートポンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RZYP1400Bll
冷凍能力 :14.OKW

1

屋上

(3階建)

2回 冷房イ〕

暖房イ〕
ユニット型空気調和機

機  種 :暖冷工業 DVU-180FTRK(SA)
冷却能力:57 9kw 暖房能力26 1kw

1 3F空調機械室
2回 冷房イン
暖房イン

空冷ヒートポンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RXYP450CAH

冷凍能力 :45.OKW
4
屋上

(3階建)

2回 冷房イ〕
暖房イ〕

ユニット型空気調和機
機  種 :暖冷工業 DVU-180FTRK(SA)
冷却能力:64_5kw 暖房能力27.9kw

1 4F空調機械室
2回 冷房イン
暖房イン

空冷ヒートボンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RXYP4000AH
冷凍能力 :40.OKW

1

屋上

(8階建)

2回 冷房イン

暖房イン
ユニット型空気調和機

機  種 :暖冷工業 DVU-180FTRK(SA)
冷却能力 :616k‖ 暖房能力21 9kw

1 5F空調機械室
2回 冷房イン
暖房イン

6 空冷ヒ
ートボンプ

ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RXP280CAH
冷凍能力 :28 0KW

２

　

１

屋上 (3階建)

2階空調機置場

2回 冷房イン

暖房イン
ユニット型空気調和機

機  種 :暖冷工葉 DVU-140FTRK(SA)
冷却能力:53 6kw 暖房能力25 2kw

1 6F空調機械室
ン

　

ン

イ

イ

房

房

ム
印
　
睡
啄

回

7 空冷ヒ
ートボンプ

ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RXYP224CAH
冷凍能力 :22.4KW

1 2階空調機置場
2回 冷房イン

暖房イン
ユニット型空気調和機

機  種 :暖冷工業 DVU― i60FTRK(SA)
冷却能力 :47.8k‖  暖房能力13 3kw

1 7F空調機械室
2回 冷房イン
暖房イン

空冷ヒートポンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕
°
イキン RXYP160CAH

冷凍能力 :16 0KW
1

屋上

(3階建)

2回 冷房イン
暖房イン

ユニット型空気調和機
機  種 :暖冷工業 DVU-200FTRK(SAl
冷却能力:75 8kw 暖房能力341k■

1 8F空調機械室
2回 冷房イン
暖房イン

9 空冷
ヒートボンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RXYP140CAH
冷凍能力 :14.OKW

2

1

屋上 (8階建)

2階空調機置場

2回 冷房イン
暖房イン

冷温水一次循環ポンプ
機  種 :川本 GE‖-125X1005卜4m18
能  力:Φ 125X1580L/minX33 7m

lF機械室
2回 冷房イン
暖房イン

空冷ヒートポンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕°イキン 睦CP280HKH
冷凍能力 :28 0KW

5
屋上

(3階建)

2回 冷房イン
暖房イン

冷温水二次循環ポンプ
種 :川本 GE卜1005卜珊‖15

カ:Φ 100X810L/min x33 7m

機

能
2 lF機械室

2回 冷房イン
暖房イン

空冷ヒートボンプ
ユニット型空調機

機  種 :夕・イキン RZCP224HKH
冷凍能力 :22.4KW

屋上

(8階建)

2回 冷房イン
暖房イン

‖o llについて、3台中1台 (PAC6)は暖房インのみ実施

空調機保守点検等役務

空調機器配置図・機器一覧表 (12)
27/28
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ンプ式空調機

屋  上
#763建 物空調機配置図 S・ 1:200

ユニ ッ ト型空気調和機

#764建 物空調機配置図 S=1:600

#763建 物保守機器一覧表

機  器  名 仕 様 室  名 保守時期

空冷ヒートポンプ
機  種 :ハ

゜
ナソニック Ctl P224X4E(J)

冷凍能力 :22 4KW
屋上

1回 冷房イ〕

#764建 物保守機器一覧表

N0 機  器  名 様仕 室  名 保守時期

空冷ヒートポンプ
機  種 :夕・イキン RZRP403ATH

冷房能力 :36K‖ 暖房能力 :4.OKW
屋上

2回 冷屏イ:

暖房イ)

空冷ヒートポンプ
機  種:ダイキン RXYP224DAH
冷房能力:22 4KI 暖房能力:250K

1 屋上
2回 冷房イ〕

暖房イ)

ユニット型空気調和機
機種 :木村工機 AC2-35ZHX―AD(特 )

冷房能力 :645K‖ 暖房能力:432K
1 屋上

2回 冷静イ)
暖房イ)

空気熱源ヒートホ
゜
ンプ式空調機 」 屋   上


